
 
 

平成３１年２月13日 

 

欧州、アジア向け木材製品輸出促進セミナーの開催について 

 

一般社団法人 日本木材輸出振興協会 

                                   会 長  安藤 直人 

 

時下、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

農林水産省は、2020年の農林水産物・食品輸出額１兆円目標の前倒し達成を目指し、重点的

な市場とする中国、韓国、台湾及びベトナムなどの新たな輸出先向けの国産材製品の輸出取組

を支援しています。 

当協会は、こうした各種支援措置を活用し、国内の多くの自治体や事業者と連携し、国産材に

よる構造材、内外装材、建具、家具その他木材製品の輸出に対する様々な促進活動に取り組ん

できております。こうした取組もあって、わが国の平成27年、平成28年、平成29年の木材輸出額

は229億円、238億円、326億円へと大きく増加しています。 

国産材製品の輸出の更なる拡大を図る「林産物の輸出戦略」の遂行には、木材輸出を巡る国

内外の諸情勢を把握しつつ、長期的、総合的かつ計画的な視点から輸出を巡る輸出共通課題

の解消に努め、現地国の市場ニーズを踏まえた地域材の利活用への取組やその取組への支援

を強化するとともに、先駆的な取組の知見やノウハウによる輸出の活発化と、国内外における輸

出向け連携の強化が重要です。 

このため、次の通り家具・建具分野での輸出促進を図るための調査報告並びに事例紹介をし

ますので、ご案内申し上げます。 

記 

 日時 平成３１年３月２０日（水） 9:30～12:00 

 会場 日中友好会館 大ホール（東京都文京区後楽1-5-3） 

 プログラム 

 欧州・アジアにおける新たな木材製品輸出先の開拓及び「Salon Raisonance」（フ

ランス・ストラスブール）への出展について 

 井上 幹博（一般社団法人日本木材輸出振興協会 事務局長） 

 欧州における家具・建具等木材製品輸出のポテンシャル 

 井田 篤雄（一般社団法人日本木材輸出振興協会 特別研究員） 

 シンガポール・香港における日本産木材製品輸出のポテンシャル 

 上河 潔（一般社団法人日本木材輸出振興協会 特別研究員） 

 海外向け家具輸出の取組 

 渡辺 直行（株式会社カンディハウス 代表取締役会長） 

 定員 100名（定員になり次第、締め切らせていただきます。） 

 申し込み先  http://www.j-wood.org/apply/f190320 FAX  03-3816-5062 

 問い合わせ  TEL 03-5844-6275 

 日本木材輸出振興協会 川面（かわづら）、池田、上島（うえじま） 

 

http://www.j-wood.org/apply/f190320


 
 

（FAX） ０３-３８１６-５０６２ 

平成３１年    月   日 

 

一般社団法人日本木材輸出振興協会 行 

 

 

「欧州、アジア向け木材製品輸出促進セミナー」参加申込書 

会社・団体名 

（ふりがな） 

 

 

職  名  

参加者名  

住  所 

（都道府県・市町村のみで結構です） 

 

 

E-mail 又は 

電話番号又は 

FAX番号 

 

 

今後、当協会からの情報を  □希望する  □希望しない 

講師への質問 

 

 

 

 

 

 

 

ウェブ申し込みフォーム 

 


